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駿台文学会，II法再建委員会

「教育を労働者階級の手に奪還せよ／」

11号館１番教室

10月31日PM I: 00

53番教室

　　「産学協同路線粉砕」のスローガンを掲げた66年早大闘争を発端に60年代教育学園闘争

は大爆発をした。しかし、教育の矛盾の突出は，改革路線＝合理化をもって収約、隷属が

強化されんとしている。資本副工場制度の下で，教育は労働力商品の生産，再生産過程で

あり、学生存在は自由な自己活動の外観の下での資本の下への隷属に外ならない。

　戦後第２の革会期とは、あらゆる戦線においてプロレタリアートが自らの全存在をかけ

て闘い抜く－あの三里塚闘争のごとく－ことである。プロレタリアート独裁を「党」の独

裁へと落し込めるスターリニストどもと決別し，労働者階級の生き生きとしか肉体と精神

を克ち取る，そうした教育を我らの手に奪還せよ./

☆☆☆☆☆シンポジウム☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

　教育サービスを受ける学生，その提供者＝教師、教育は社会的行為であり，すべての人

達はその当事者である。教育労働者，夜間大学生，定時制高校生，教育関係出版労働者。

60年代教育学園闘争と云われるものが多くは学生の闘いであり，そういうものとして敗北

を喫していった。しかし，より階級的な闘いの進化どして労働者と学生の生きた連帯と，

共に闘い抜く地区的連帯闘争を今こそ構築せねばならず，その事が現実の資本副の廃棄＝

共産主義の闘いである。我々I1部学生の昼間の労働過程を，ブルジョアジーのごとく「勤

労青年］と美化するのではなく，某日其のごとく改良闘争へと自らを物理力とする事を拒

否レ自らの制約を突破し，根源的解決を克ち取ることが，今問われている。

千代田日中 11号館50番教室

きみたち青年は、午前八時、九時の太陽のように、

生気はつらつとしており、まさに、

希望はきみたちにかけられている。

←きり紙．バレー.赤軍女性中隊

　　　　　　　　　　映　圃

１日　ＰＭ５：００～　「殲滅戦」

２日 μ

３日　ＰＭ１：００～

展 一
不

20’

｢赤軍女性中隊｣

｢紆旗用水路｣

｢南京長江大橋｣

旺盛な時期にある。

　（毛主席語録より）

講　　演
塚越正男

　｢中国侵略と今日の

　日本軍国主義｣

斉
帰
了会第七次訪中団員
国報告

蝋山芳郎

　｢ニクソン訪中と
　中国の外交政策｣

中国共産党五十周年記念写真展
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女性解放運動準備会

　　中絶と女の解放

　　゛母性保護と性道徳のたて直し″のために

中絶を禁止せよ，という声が聞かれる。はた

してそうだろうか。中絶をした女達の唯一人

として自分が実際，麻酔をかけられ限ってい

た間，その聞かれた股の間で，そしてその内

部で何か起っていさか知るまい。それなのに

中絶ということが，あまりにも危険視され，

又逆にあま㈲こも軽視されている。今こそ我

々は「中絶の実態」を知る必要があるのでは

ないか。

　更に性道徳の確立をもって結婚外のＳＥＸ

は悪になり，夫という名の人間と妻という名

の人間のＳＥＸだけが，子供という名の清浄

剤にきよめられながら，陽の目をみることに

なる。そして，性道徳からこぼれた性の営み

は悪として暗黒の部分に生きつづけていく。

我々はもう一度とらえかえしてみよう。国家

権力の言う母体保護や性道徳の確立は，真の

女性解放につながるのだろうか。この視点を

もって，街頭インタビュー，避仕法や中絶の

資料を含め，フリートキングの形で集会を持

ちたいと思う。当日は未婚の母，闘う女の参

加を予定している。

<伺〉と<間〉をソフトにつなぎます

ｔ 甘～いミルクの香りが

あなたを一聊qﾆします…

森永ハイソフト
高級キャラメル /50円

喩

森乖I製菓

祝　駿合祭

　渡辺工業

　　　　株式会社

　　中野区本町5－9-10

　　　　TEL 384 - 1722

　　　　　383-3044

平和観光開発

　　　株式会社

　TEL 573－3756（代）
　取締役社長　菅浦　一
　　　（S16　政経）
Coffee＆Music　年中無休

お茶の水明大前１・２Ｆ純喫茶セカ1

131団体席･予約受竹中巧ｈ

３Ｆビリヤード有リ　（293）
　　　　　　　　　　7626
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シンポジウム

マッブ共闘 11号館5.1番教室

｢革命のメテ｀ィアからメテ｀ィアの革命へ]

出席者（予定）

　・津村喬（評論家）

　・蔵田計成（ルポ,,ライ.ター）

　・「進撃」編集部（束大全共闘）

　・「ストラグル」編集部（京大全共闘）

日時　11月２日（火）午後６時

　　F祭り」が〈解放〉そのものであるならば、この醜悪な，冷やかなアウシュビッツ空間で

おこなわれようとするづ祭り」とは一体ナニモノなのか。

　バリケード，カルチェラタン闘争がくわれわれ〉にとって〈祭り〉そのものでありえた。

では現在的なくわれわれ〉の〈祭り〉なるものは……。それはｏＯ奈実行委員会の設定さ

れた、規定された擬制の白茶けた「祭り］などではなくして、無限空間へ向けたエネルギ

ーの噴出であり、抑圧された情念の狂炎でなければならない。

　とはいいつつも「シンポジュウム」などと懸面目兄ったことを……。

　一年有余に渡って闘われてきた「明治入学新聞学会闘争］は編集部の内在的「御用新聞

解体」を契機とし，新聞学公権力（ニ入学位力）の2 ・10編東部解散処分を媒介に，「2・

10処分白紙撤回」－「2 ・10処分粉砕」－「評議付会・理収会解体」へと深化される中で、

学内の諸戦線・諸サークル・諸個入が圧倒的に枯生する中で果敢に執拗に闘わ札てきた。

　度重なる団交から,,現収の逃亡、引き延し策動、闘いはエスカレートし、埓ﾚ抄の授匙に

封する全面的授業実力介入団交。　１ヵ月に渡る授盾介入ﾄ月交を経て，7 Jj10日，封評議貝

合団交を実現（とはいっても４入，しかしながら服装人物）。ニの重要局面において「2

・10処分白祇撤回」ならぬ，評議員会、理‘↓｛会の゛処分″のド倒的な勝利を獲も取った。

いま全面的勝利をおさめんとしている。

　しかしながらF2 ・10処分白紙撤回」にとどまらぬ「評議員公・理参会解体」もくわれ

われの闘いのはんの序章にすぎない。

　　「明大新聞学会解体」の闘いに終焉はない。「新聞学会闘争］なるものは単なる要求獲

得闘争ではありえず，まさにくわれわれ〉の意識・存在そして関係性の〈解体〉であった

のだから……。

　　〈われわれ〉はその闘いをさらに深化させることとして、ニ札まで<書き千ｼﾞ<読み千〉

として定立していた関係性の変革を土要々軸とし，それ七保障するものとして拡大マップ

共闘を位置づけた。

　今回のシンポジュウムはそのことと同時に，東大全共闘機関紙「進撃」編集部の「革命

のメディアからメディアの革命へ」の論に視点をあてつつ、われわれがこの間の闘い

の中で「自立メテ｀ィア」，「闘うメテ｀ィア」といってきたことを深化していきたい。
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祝　駿台祭

大和運輸株式会社百貨店部

　　TEL(541)3411代表

冬季アルバイトは大和でどうぞ.グ

アルバイト相談所TEL(542)0952
　　　　　　　　　　1452
勤務場所あなたの往いの近くです。
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Ｒ戦線

11月２日PM6 :00～

　　　　　　　　　53番教室

13年

駿合祭に討する我々の坊本的え場

　
現
代
社
会
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
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の
あ
ら
ゆ
る
も
の
－
政
治
権
力
・

経
酒
機
横
・
文
化
・
芸
術
・
教
育
等
々
－
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彼
ら
の
手
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

人
民
の
ト
に
取
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戻
す
中
か
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
独
裁
に
む
け
我
々
は
政

治
領
域
の
み
な
ら
ず
、
文
化
・
芸
術
・
教
育
等
々
を
も
含
ん
だ
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こ
し

て
ゆ
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な
け
れ
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、
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経
済
・
文
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会
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に
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レ
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さ
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が
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ブ
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徹
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れ
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き
た
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台
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を
、
ま
さ
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我
々
の
赤
い
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で
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き
尽
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中
か
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沖
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還
協
定
批
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会
粉
砕
／
．
4
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年
４
月
、
自
衛
隊
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日

帝
の
ア
ジ
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・
反
革
命
軍
の
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－
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縄
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実
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／
・
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独
裁
に
向
け
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
人
民
の

文
化
・
芸
術
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築
す
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ひ
と
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よ
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は
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／
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々

明
治
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Ｒ
戦
線
は
、
そ
の
実
践
と
し
て
、
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里
塚
闘
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絡
会
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に
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さ
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し
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に
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た
り
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し
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か
わ
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、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
独
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の
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ま
で

闘
わ
れ
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里
塚
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闘
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録
映
画
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単
々
る
記
け
浅
川
ツ
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、
巡
は
断
じ
て
な
い
）
上
映
と
、
現
地
の
革
命
的
な
農
民
・
学

士
カ
皇
づ
寺
々
白
．
ド
定
し
て
い
ま
す
，
　
（
文
責
　
宮
ド
ー

ひたむきに歩んできました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆創立　昭和34年１月27日

◆歴代理事長大木直太郎松尾憲橘田中斉永田正大木芳朗松尾弘市毛景吉(現)

　◆組合員数　30,000名　　　　　　　　　　◆年間利用高900,000,000円

　　◆職種書籍文房具日･用必需品洋服食品食堂プレイガイド出版特別事業

　　　　　　　　　　　　　従業員数100名

明
校
泉
田

本
和
生

■
■
■

治大学消費生活協同組合コΛ†用尺7j4ﾆl同|叩ISロ

店　東京都千代田区神田駿河台１の1　TEL（293）22.01ニヘ､/i ,､，
店’東京都杉並区永福１－９２１　ダ　　ＴＥＬ（３２３）１５９１
店　神奈川県川崎市生田４ １８４　　　　ＴＥＬ（９１）２０５４
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口 発 明大弾圧対策委員会

　「催涙ガスは人道的な武器である」という軍事科学の体系に包含される位置づけをもって，権力

の催涙ガスを使った弾圧はますますエスカレートしている。6 ・17あの雪のように降りかかる白い

粉の中にいた諸君は，これがまったく殺すことさえいとわぬ、権力の狂気じみた拷問的発想である

ことは，確認できるだろう。催涙弾は今や頭部・顎部をねらい撃ちし，眼前でサク裂して、白い毒

粉をあびせかけるといった恐るべき凶器となっている。

　当日にも数百発の毒ガス弾が放水とともに撃ち込まれ，ははを直撃され，口内まで貫通した者，

毒ガスによるひどいやけど，中毒症状をおこしている者など多数が催涙弾によって受傷している。

各所の隊列に向けての直撃，至近距離での爆発でデモ参加者ほとんど全員が大量の粉をあびており，

即日、あるいは１週間，２週間たってから，顔，首，肩，胸，足などに，しっしん，水庖ができ、

その後さらに全身に症状が拡がり、リンパ腺がはれあがり、全身がだるく，37～39度の熱が出て，

ｊ

少

ｒ
・
４

/'-

診

り

痛み，かゆみで不眠、食欲不振におちいっている。検査によれば検診者全員に尿と白血球の異常が

認められたという。当然のことながら逮拙者の多数が毒ガスにひどくやられ忿いる。特に６月17日

逮捕の上野128号は上半身から左足ももにかけて，水泡，全身赤くただれ，熱も39度のまま，睡眠，

食事もとれず，治療を要求すると刑事に五ヵ所の病院をつれ回された。結局，あまりのひどさに警

察は完黙の彼女を釈放した。最近急激に濃度が強められ，催涙ガスの使用基準は拡大される一方で

ある。（法務省訓令では，人体に向っての直撃禁止、警告の義務を明記している｡）催涙ガスは，戦

争でも使用を疑問視されている致死性の有毒ガスであリ体内畜積，遺伝性も調査されている殺人兵器

である。ベトナムにおいては，1965年１月-1966年７月のあいだに300Å､もの死亡者が出，増加

している。また，アレルギー作用を起すことも幾多の例で立証されている。このようなおそるべき

催涙ガス使用に対して治療，警戒を強めよう。

　皆殺しの論理に立った権力の非人道的殺人行為を許してはならない。

シンポジウム 10月31日ＰＭ．２：００
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11号館13 ・ 30番教室ウォーキング部

　
や
む
る
こ
と
な
き
歯
車
の
よ
う
に
刻
々
と
変
動
を

し
続
け
る
人
間
社
会
、
そ
の
発
展
は
自
然
を
根
こ
そ

ぎ
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
だ
け
で
な
く
、
私
達
の
身
体
、

精
神
を
も
そ
の
歯
車
の
中
に
く
い
込
ま
せ
、
流
れ
の

中
に
身
を
委
ね
る
の
を
余
像
な
く
さ
せ
て
し
ま
う
。

　
そ
う
し
た
毎
日
の
中
で
今
、
私
達
に
必
要
な
の
は

　
Ｔ
王
体
性
の
あ
る
生
き
方
」
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
を
取
り
戻
す
行
動
の
ー
つ
と
し
て
我
々

は
人
間
の
原
始
以
来
の
特
権
で
あ
る
二
本
の
足
で
「

歩
く
」
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
「
自

然
に
帰
る
」
と
い
う
こ
と
を
提
唱
し
た
い
。
自
分
自

身
の
体
、
足
を
使
っ
て
見
つ
め
る
自
然
。
例
え
ば
、

ま
さ
に
秋
も
深
ま
り
ゆ
く
今
日
こ
の
頃
、
自
然
は
無

く
な
り
つ
つ
あ
る
と
は
言
え
、
美
し
く
紅
葉
し
た
山

野
の
中
で
我
々
は
あ
ら
た
め
て
、
自
然
の
息
吹
き
を

感
じ
、
「
生
」
を
感
じ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
我
々
の
ク
ラ
ブ
は
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
と
親

し
み
融
合
す
る
意
志
の
も
と
に
創
立
さ
れ
、
今
年
で

十
周
年
を
向
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
駿
合
祭
に
お
い

て
は
そ
の
十
年
間
の
ク
ラ
ブ
の
歩
み
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
将
来
の
自
然
を
求
め
る
姿
、
形
態
を
思
考

し
、
現
在
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

べ
く
、
サ
ー
ク
ル
を
越
え
一
般
の
参
加
者
を
募
集
し

そ
の
前
夜
祭
ウ
ォ
ー
ク
と
富
士
山
鹿
西
湖
畔
へ
の
一

般
公
開
ウ
ォ
ー
ク
と
を
計
画
し
て
い
る
以
上
の
企
画

に
つ
い
て
の
詳
細
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
等

に
発
表
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

薔薇の詩
　　　　　　　　　　　　序

有米における土地武装解放闘争一武装農民戦争は、極小数

蝕こよる依然４した.ゲリラ戦として遂行されているのみであ

‾W

教
育
研
究
部

1
1
号
館
1
2
番
教
室

7
1
年
・
教
育
の
現
状
』

9

　
ど
の
子
も
み
ん
な
、
伸
び
る
芽
を
も
っ
て
生
ま
れ

て
き
た
は
ず
だ
。
そ
れ
を
、
お
と
な
た
ち
は
よ
っ
て

た
か
っ
て
駄
目
に
し
て
し
ま
う
。
あ
あ
す
る
ん
だ
ョ
、

こ
う
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
ョ
、
と
し
つ
け
ら
れ
、
テ

ス
ト
の
成
績
が
悪
い
と
い
っ
て
は
叱
ら
れ
、
’
一
ど
も

た
ち
は
し
だ
い
に
や
る
気
を
な
く
し
て
し
ま
う
。
あ

げ
く
の
果
て
は
；
根
性
が
な
い
ツ
／
・
″
で
あ
る
。
才

能
開
発
ど
こ
ろ
か
、
才
能
殺
し
の
デ
ク
ノ
ボ
ー
作
り

の
「
教
育
」
が
、
は
び
こ
っ
て
い
る
。

　
あ
な
た
も
、
い
た
ず
ら
を
や
っ
た
ハ
ズ
だ
。
や
り

た
か
っ
た
ハ
ズ
だ
。
そ
れ
な
の
に
、
子
ど
も
が
い
た

ず
ら
を
は
じ
め
る
と
、
な
ぜ
と
め
て
し
ま
う
の
か
？

よ
く
考
え
て
ほ
し
い
。
い
た
ず
ら
こ
そ
が
天
才
を
つ

く
っ
た
の
だ
。
い
た
ず
ら
は
大
脳
づ
く
り
の
ビ
タ
ミ

ン
剤
だ
か
ら
だ
。
社
会
の
進
歩
、
民
族
の
発
展
、
い

つ
も
そ
こ
に
は
い
た
ず
ら
っ
子
が
い
た
。
い
た
ず
ら

っ
子
を
征
伐
す
る
今
日
の
「
教
育
」
を
、
ほ
う
っ
て

お
い
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ろ
い
の
服
を
着
せ
、

お
そ
ろ
い
の
教
科
書
を
あ
て
が
っ
て
、
お
そ
ろ
い

の
授
業
を
す
る
－
‐
‐
そ
れ
が
教
育
と
い
う
な
ら
、

な
に
を
か
い
わ
ん
や
で
あ
る
。

－25－



11号館２番教室文学研究部

●

　
一
つ
の
作
品
と
々
っ
て
匪
の
中
に
見
入
さ
れ
る
‥
ム
岨
ｎ
‥
田
け

万
法
を
椙
隣
り
あ
っ
た
芸
術
の
う
ち
に
助
け
七
ら
と
め
る
こ
ヒ

仝
七
半
に
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
か
ら
反
発
す
る
か
の
よ
う
に
、
白

已
に
固
有
な
万
法
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彫
則
は

一
瞬
の
去
勢
仝
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
絵
画
は
色
彩
に
よ
ブ
ヾ

ケ
れ
ぞ
れ
作
者
の
感
情
な
り
思
想
な
り
を
あ
ら
わ
す
も
の
な
の

ダ
　
こ
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
文
学
と
は
人
為
の
文
字
と
し
て
．
一
．
口

語
を
用
い
る
芸
術
と
し
て
の
文
学
を
根
底
に
お
い
て
川
釣
す
る

討
洽
と
ｊ
い
っ
た
い
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
、
私
く
し
は
そ
れ

を

語
と
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
、
私
く
し
は
そ
れ

ル
ソ
ー
の
考
え
に
よ
り
つ
つ
簡
単
に
素
描
し
て
み
た
い
。

　
ル
ソ
ー
は
員
語
を
、
も
の
ご
と
の
記
号
や
身
振
り
ｆ
振
り
に

よ
る
も
の
と
ノ
言
葉
に
よ
る
も
の
に
分
け
る
。
そ
し
て
記
‥
ゲ
や

身
振
り
１
振
り
は
文
字
言
語
と
し
て
、
言
葉
は
音
声
言
語
と
し

て
、
文
明
の
発
展
と
と
も
’
に
分
化
が
進
み
、
や
が
て
文
字
言
語

が
優
位
に
た
ち
で
同
語
は
思
考
の
伝
達
を
正
確
に
し
ヱ
ゆ
く
加
、

力
強
さ
や
情
念
の
伝
達
の
面
に
お
い
て
う
す
れ
て
ゆ
く
の
で
あ

る
。
言
詰
は
も
と
も
と
音
声
言
語
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
る

も
の
ご
と
を
伝
え
る
際
に
は
、
記
号
身
振
り
ト
振
リ
の
方
加
計

葉
よ
り
よ
い
が
、
情
念
を
伝
え
る
に
は
．
．
．
．
‥
気
の
万
加
適
し
て
い

る
。
．
．
．
口
気
は
情
念
か
ら
起
る
も
の
だ
か
こ
で
あ
り
、
入
は
推
論

す
る
よ
り
も
完
に
感
し
る
か
ら
、
ゆ
え
に
乙
と
も
と
言
語
は
七
日

声
．
．
’
‥
語
々
力
て
あ
る
，
と
こ
ろ
が
完
述
し
た
よ
う
に
文
明
の
発

展
と
と
ら
に
、
感
情
よ
り
も
観
念
を
収
税
す
る
よ
う
に
な
り
、

．
．
‥
語
も
心
情
よ
り
も
理
性
に
向
フ
よ
四
り
か
け
る
二
と
と
々
る
、

ト
し
匪
紀
以
降
の
理
性
を
重
ん
じ
思
想
・
生
活
の
す
⊃
こ
に
二

八
を
け
こ
う
と
ず
る
態
度
、
近
代
合
理
主
義
の
風
潮
に
よ
ぃ
て

ｙ
．
日
声
，
‥
詰
は
有
効
性
を
ま
す
ま
す
な
く
し
て
ゆ
き
、
現
代
に
む

い
て
言
語
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
欠
け
一
万
交
通
の
人
問

の
支
配
の
道
け
ハ
と
な
っ
て
し
ま
う
。
私
達
は
言
語
に
対
し
て
、

理
性
に
よ
る
推
論
の
ｊ
語
、
支
配
の
口
語
よ
り
も
、
感
性
・
情

念
の
言
語
の
回
復
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
日
、
近
代

ハ
‥
作
王
義
の
破
算
に
よ
り
、
人
間
諸
科
学
の
再
検
討
が
聞
か
れ

て
い
る
と
き
、
言
語
も
そ
の
お
り
万
が
問
わ
れ
る
の
は
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。
高
度
の
技
術
化
に
よ
る
産
業
社
会
で
は
了
言
語

は
単
に
分
析
的
、
機
能
的
に
な
り
ノ
正
確
さ
厳
密
さ
を
増
し
て

い
る
・
そ
れ
は
進
歩
で
あ
る
が
、
一
万
通
行
の
支
配
の
亘
諮
そ

の
も
の
で
あ
る
。
私
達
は
本
末
の
言
語
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
と
言
葉
を
Ｈ
‥
一

一一

一

11号館10番教室英語研究部

□英会話喫茶ＯＢや他大学Ｅ、Ｓ，Ｓとの親睦を計るとともに，実力のレベルアヴプ

　が目的。
　一応店内では英語で喋ってもらい、あまり種類を多くしないでコーヒー，紅茶等を出生。

□英会話喫茶ＯＢや他大学Ｅ、Ｓ、Ｓとの親睦を計るとともに，実力のレベルアヴプ

　が目的。

　一応店内では英語で喋ってもらい、あまり種類を多くしないでコーヒー、紅茶等を出す。

ロスピーチ・コンテスト　名自原稿を作り予選を通過した者のみをスピーカーとして参

　加させる。

　喫茶同様に他大学Ｅ､，Ｓ、Ｓにも聞いていただく。

　時間として丸１日かかる予定。

　　　　　　　　　　11月３日　A.M10 : 00～　31番教室
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音楽研究部

　
音
研
と
は
何
か
？
　
　

そ
れ
は
、
ジ

ャ
ー
ン
’
・
明
治
大
学
音
楽
研
究
部
と
い
う
名
称

を
省
略
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
、
ま
あ
そ
の
辺

の
事
情
に
よ
っ
て
、
本
年
も
駿
合
祭
が
渫
リ
な

く
行
わ
れ
る
に
あ
た
り
ま
し
て
我
々
音
研
部
員

一
同
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
し
ま
お
う
で
な
い

の
、
と
い
う
彩
に
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

御
来
場
の
皆
さ
ん
も
、
一
緒
に
な
っ
て
歌
っ
て

踊
っ
て
、
飲
ま
な
い
で
楽
し
ま
な
け
れ
ば
い
け

な
い
浙
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
暇
で
な
い
万
も
ゼ
ヒ
ゼ
ヒ
に
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
御
来
場
し
ち
や
い
ま
せ
。
エ
ー
ド
エ
ー

ド
（
く
ｃ
ｌ
Ｑ
ｏ
乱
の
意
）
の
世
界
が
今
宵
も
お

ぬ
す
、
い
や
あ
な
た
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
し
て
ね
。
・
・
・
火
点
転

　
ホ
ン
で
も
っ
て
ホ
レ
か
ら
名
バ
ン
ド
の
紹
介

な
ど
を
い
た
し
ま
す
と
、
モ
ダ
ン
ハ
ワ
イ
ア
ン

の
パ
ー
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
ス
、
モ
ダ
ン
ジ
ャ

ズ
の
セ
イ
ン
ト
・
ド
ン
・
ボ
ヴ
ヘ
コ
、
モ
ダ
ン
カ

ン
ト
リ
ー
の
ア
ロ
ー
ズ
、
モ
ダ
ン
フ
ォ
ー
ク
の

各
バ
ン
ド
が
倒
錯
と
悦
楽
の
驚
異
的
衝
撃
の
世

界
へ
と
ト
リ
ッ
プ
さ
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
会
場
は
1
1
号
館
会
議
室
。
進
行
と
い
た
し
ま

し
て
は
Ａ
Ｍ
Ｈ
～
Ｐ
Ｍ
５
迄
演
奏
会
形
式
で
行

い
、
そ
れ
以
後
夜
の
部
は
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

を
行
い
ま
す
。
顔
に
自
信
の
あ
る
方
も
な
い
方

も
奮
っ
て
御
参
加
下
さ
い
。

- 一 一 一 一

全てりBeaごt･les恥ne吹tion lま

リウ･｡つ･-･ﾚに綺猿仕よ！

責金崎晦ﾂ錨辿t）

轟慮内にてかx?-なんQ｀｀φ
　　　　　　　　eれ･ヽ吋c…

1力心,－‘し
ﾘｳ'yコ･-･レはＨ辱糖ｐありま£ヽ１
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映画研究部

●

　
恋
を
し
ま
し
た
。
だ
け
ど
赤
ン
坊
産
む
に
は
遅
す

ぎ
た
の
で
す
。
僕
ら
は
恋
も
出
来
な
い
の
で
す
。
比

ワ
す
盾
に
満
ち
た
文
章
が
僕
ら
の
今
の
す
べ
て
な
の

で
す
。
で
も
時
々
ふ
っ
と
思
い
出
す
他
加
あ
り
ま
す
。

赤
い
夕
陽
を
背
に
受
け
て
、
ふ
ら
り
た
た
ず
む
港
街
、

山
い
賭
加
給
を
か
い
て
、
ワ
、
ワ
、
ワ
の
犬
和
観
光

人
波
小
波
ゆ
れ
ゆ
ら
れ
、
そ
の
時
地
獄
を
京
間
見
て

血
し
ぶ
く
ド
ス
を
ふ
と
こ
ろ
に
、
泣
い
て
く
れ
る
な

お
っ
け
さ
ん
、
義
理
と
人
情
の
囲
い
力
中
で
、
日
陰

に
敗
っ
た
把
一
幅
、
叫
び
帰
る
’
y
｛
な
き
、
洋
間

の
切
な
さ
、
や
る
ぜ
な
さ
、
流
判
人
の
運
命
を
僕
ら

は
社
交
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
僕
ら

は
生
き
る
浙
加
出
来
な
い
か
ら
だ
。
ゝ
』
ん
な
不
幸
な

㈲
ゾ
ま
た
と
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
三
里
塚
の
お
っ
け

勺
÷
し
≒
≒
と
あ
て
の
な
い
脹
に
出
る
の
で
す
，
僕

ヽ
に
八
代
特
に
行
け
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
。
棄
て
る
も
の

か
ち
う
シ
り
は
い
い
、
そ
れ
が
こ
い
八
洲
は
何
仝
皇

て
柁
ぱ
い
い
ん
だ
。
詰
所
に
陽
ん
で
も
誰
も
谷
え
て

は
八
八
れ
な
い
，
さ
加
せ
ば
い
い
ん
だ
け
れ
ど
、
、
さ
加

す
に
は
や
は
り
遅
す
ぎ
た
の
で
す
。

十
一
月
一
日
四
六
一
〇
〇
～

十
一
号
館
五
三
番
教
室

一 一

11号館３番教室日本史研究部

明
日
と
云
う
日
の
た
め
に

　
よ
く
過
去
と
未
来
の
接
点
が
現
在
だ
と
云
わ
れ
ち
。

そ
し
て
そ
の
現
在
に
巣
喰
う
の
が
人
間
で
あ
る
と
。

　
私
た
ち
の
日
研
も
歴
史
研
究
部
と
云
う
大
義
名
文

だ
け
で
は
な
い
が
、
過
去
を
対
象
と
す
る
二
と
が
多

い
。
現
在
の
人
間
が
ど
う
し
て
過
去
を
と
一
考
す
る

人
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
今
の
時
点
に
お

い
て
も
過
去
に
な
る
。
で
っ
し
て
過
去
と
未
来
は
一

体
化
し
て
い
る
し
、
全
て
の
点
で
不
一
致
は
許
さ
れ

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
、
過
去
を
重
視
し
、

生
き
た
現
在
を
過
し
た
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
活

動
は
以
前
の
日
研
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
と

か
、
一
方
的
な
政
治
闘
争
の
場
で
し
か
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
今
私
た
ち
は
、
「
模
索
す
る
サ
ー
ク
ル
」
を

目
ざ
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
対
象
は
政
治
、

経
済
、
Ｓ
Ｅ
Ｘ
、
．
歴
史
ｅ
ｔ
ｃ
の
生
活
の
全
て
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
サ
ー
ク
ル
を
解
放
し
、
保
全
的
な
今
ま

で
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
粉
砕
し
、
主
体
性
を
も
つ
、

全
て
の
者
の
広
場
と
し
て
、
よ
り
進
歩
的
な
サ
ー
ク

ル
形
成
の
た
め
に
、
人
生
の
ジ
ャ
ン
プ
台
と
し
て
の

サ
ー
ク
ル
ヘ
ー
変
し
た
い
。

　
目
的
に
よ
つ
か
り
、
自
ら
の
手
で
解
決
す
る
の
が
、

今
一
番
近
い
手
段
な
の
だ
ろ
う
。

　
ｕ
ｐ
!
ｕ
ｐ
!ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｗ
ａ
ｙ
!
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そ
れ
で
も
い
い
ん
だ
／

歴史科学研究部

ブ
レ
ヒ
ト

　
　
　
「
赤
軍
兵
士
の
う
た
」

政治研究部

『祭』は祭でしかな,ヽ。

お
れ
た
ち
ぬ
き
の
天
国
が

そ
の
う
ち
天
国
だ
っ
て
来
る
だ
ろ
う

時
は
す
ぎ
る

解
放
っ
て
や
つ
は
ま
だ
来
な
い

地
獄
の
数
は
数
知
れ
ず

に参加されん

　その中に意義を見い出そうとかあるいはそのものをなんらかの意識の形体としようとかする事は

まったくつまらないことである。

　真夏の夜のやぐらを囲んでの祭も三里塚における祭も結局は『祭』でしかない。そして駿台祭も

も同様である。

　どう主体的に意義づけてみても，駿合祭における『祭』は，もっとも発達した近代資本主義社会

の極めて合理的管理支配体制の貫徹された『大学』の内における，スケジュールとしての『祭」で

あり，大学という幻想共同体においての個々人の疎外感を欺隔的に発散解消し，抑圧された人民の

絶望的な『いこい」の場でしかない。

　我々はそのようなことをふまえながら、いまだ解放されない人民社会において権力に封しもっと

も革命的なそして尖鋭的な闘いが展開されているところの三里塚をこの神田地区駿河台に運び込む。

　過去６年間にわたり闘われそして今後とも永続的に闘われるだろ１ところ･の三里塚飢グいまだ二

極分解されえない極めて混沌とした政治・社会的情況においてその突破ロとなるだろうところの三

里塚を.グそしてその焔は北富士へ沖縄へそして革命的な全人民へ燃え上がるだろうところの三里塚

をこの鉄柵の中へ我々は運び込む。

　この駿台祭という時間と空間を利用してアラブゲリラの闘いとベトナム人民の関いと中南米諸国

の人民の闘いと全世界の抑圧された人民と連帯しうる三里塚の農民とともに自ら階級性目ざめ革命

そのものが存在そのものである事を志向する我々がＲ戦線とともに明大三関連に参加しr三里塚～

－その闘い」を開催するものである。

　多くの諸君が11月２日５時30分より53番教室で開催される『三里塚-その闘い」

ことを訴えます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－29－
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研
究
部
連
合
会
唯
一
の
理
工
系
サ
ｊ
ク
ル
で
あ
る

電
気
研
究
部
は
、
そ
の
特
異
性
を
発
揮
し
て
日
常
活

動
及
び
、
研
究
発
表
を
常
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。
主

な
研
究
対
象
は
、
電
子
工
学
一
般
で
す
が
、
特
に
高

周
波
部
門
の
電
気
通
信
と
、
低
周
波
部
門
の
音
声
増

幅
に
重
き
を
置
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
班
、
及
び
オ
ｊ
デ
ィ
オ
班
と
い
う
二
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
て
、
研
究
活
動
の
円
滑
さ

を
は
か
つ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

班
の
活
動
は
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
回
路
の
研
究
に
主

眼
を
置
き
、
初
歩
的
な
低
周
波
増
幅
器
の
実
験
的
製

作
を
数
多
く
手
掛
け
、
そ
し
て
そ
の
製
作
を
研
究
の

母
体
と
し
て
、
無
線
機
器
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
方
オ
ー
デ
ィ
オ
班
は
、
従

来
の
ス
テ
レ
オ
再
生
装
置
の
大
改
造
に
着
手
し
、
す

で
に
電
気
研
究
部
の
最
新
鋭
プ
リ
ア
ン
プ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
七

一
九
の
完
成
を
我
が
手
に
お
さ
め
、
総
出
力
回
二
〇

Ｗ
の
大
出
力
ス
テ
レ
オ
再
生
装
置
の
完
成
に
向
け
全

力
を
投
じ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
駿
台
祭
に
は
、
こ

の
ス
テ
レ
オ
再
生
装
置
を
使
っ
た
大
コ
ン
サ
ー
ト
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

Ｗ - - - - ＿ _ ＿ _
＝ = = － ＝ ＝ － ㎜ ㎜
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　記念館　　　　　研連空手道部
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Ｆ

　
我
が
研
連
空
手
述
部
は
、
創
立
1
0
年
目
を
迎
え
ま

す
ま
す
意
気
盛
ん
で
あ
る
。
昨
年
度
は
関
東
二
部
学

生
空
手
述
選
手
権
大
会
で
、
念
願
の
初
優
勝
を
成
し

遂
げ
、
本
年
度
は
大
会
も
東
日
本
二
部
学
生
空
手
述

選
手
権
大
会
と
記
‥
称
も
変
り
、
規
模
も
大
き
く
な
り

一
段
と
内
容
も
充
実
し
て
き
た
。
こ
の
大
会
に
於
て

是
非
と
も
優
勝
し
、
王
座
の
地
位
を
守
ろ
う
と
全
員

一
丸
と
な
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
は

練
習
場
が
思
う
よ
う
に
使
え
ず
、
屋
上
や
戸
外
で
練

習
し
た
り
し
て
、
条
件
的
に
大
変
不
利
で
し
た
が
、

そ
の
不
利
を
見
肢
乗
り
越
え
て
の
優
勝
で
あ
り
、
実

に
価
値
の
あ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ

る
と
本
年
度
は
今
の
と
こ
ろ
練
習
場
に
は
時
間
的
制

約
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
る
程
度
自
由
に
使
え
、
そ
の

点
に
お
い
て
は
昨
年
よ
り
有
利
で
す
。
し
か
し
部
員

の
数
が
少
な
く
悩
み
の
種
で
す
。
学
生
諸
君
の
中
に

空
手
を
や
り
た
い
人
、
興
味
の
あ
る
人
は
、
自
ら
の

身
心
の
向
上
に
努
め
悔
い
の
な
い
青
春
を
送
る
為
に

も
、
空
手
述
部
へ
の
参
加
を
持
っ
て
い
ま
す
。
諸
君

ら
の
力
を
発
揮
す
る
の
は
今
で
す
。
気
軽
な
気
持
で

部
家
の
扉
を
た
た
い
て
下
さ
い
。

｜

ｌ
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棚
卸
資
産
の
評
価
に
つ
い
て

　
継
続
企
業
を
前
提
と
し
た
期
間
損
益
計
算
を
行
な

っ
て
い
る
今
日
の
企
業
会
計
に
お
い
て
は
、
資
産
評

価
の
問
題
は
、
企
業
会
計
の
根
本
的
課
題
で
あ
る
。

　
資
産
評
価
の
中
で
も
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
の
評
価

は
、
そ
の
評
価
が
、
企
業
の
経
営
成
績
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
極
め
て
重
要
な
意
義
を
も

っ
て
い
る
。

　
又
、
企
業
の
経
営
規
模
の
拡
大
・
多
数
化
・
複
雑

化
に
随
伴
し
て
、
棚
卸
資
産
の
評
価
に
つ
い
て
も
、

種
々
の
方
向
が
唱
え
ら
れ
、
問
題
点
も
多
い
。

　
そ
こ
で
我
々
は
今
回
、
こ
の
棚
卸
資
産
の
評
価
に

つ
い
て
、
企
業
会
計
原
則
を
中
心
と
し
て
、
商
法
・

税
法
等
の
企
業
会
計
の
関
係
諸
法
令
を
含
め
た
研
究

を
行
な
い
、
問
題
点
を
指
摘
し
、
企
業
会
計
原
則
と

関
係
諸
法
令
と
の
相
異
及
び
そ
の
理
由
と
な
っ
て
い

る
会
計
思
想
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
は
今
日
の
企

業
会
計
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
社
会
的
使
命
に
照
ら
し

あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ら
が
如
何
に
あ
る
べ
き
か
を
追
求

し
て
き
た
。
そ
の
発
表
を
行
な
う
。

　
又
、
講
演
、
討
論
も
予
定
し
て
い
る
。

　＜追補＞y

　いうまでもないことであ･るが、警察の捜査カは高度で、不発の

.場合はもちろん、完全に爆発しても爆弾の容蕎を復元し、火薬が

利であぅたかということを爆発残査から検出すること等は、容易

,なこどであ､る。従って容器に使うカｙ等はメーカ－が判明せぬよ

うに、焼いて塗料を落すとか、タイムスイ･ヅチや時計等は内部の

無造番号等を忘れずに落してお｀く必要がある。J又、捜索を予想し

てエ争りよ一かけらの薬品や金属片も残さぬようによく掃除して

・27番教室11号館26東洋思想研究会

革
命
の
原
点
に
立
つ

　
現
代
の
様
々
の
状
況
を
我
々
が
自
己
の
問
題
と
し

て
捉
え
た
と
き
に
、
自
分
と
し
て
は
ど
う
考
え
、
ど

う
対
処
し
て
行
く
か
。
そ
の
こ
と
を
あ
る
高
揚
の
最

な
か
で
、
ひ
と
つ
の
広
場
で
表
わ
し
て
行
く
闘
い
が

4
6
年
度
駿
合
祭
に
お
け
る
、
我
々
東
洋
思
想
研
究
会

の
任
務
で
あ
る
。

　
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
に
止
ま
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
試
行
し
営
な
ま
れ
て
き
た
末
に
、
ど
う
し

て
も
こ
の
見
解
し
か
、
人
間
総
体
の
普
遍
性
と
し
て

掲
げ
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
、
や

む
に
や
ま
れ
ぬ
、
必
然
性
の
表
現
を
こ
こ
で
示
し
た

い
と
考
え
る
。
そ
れ
は
相
対
性
の
世
界
か
ら
一
歩
脱

皮
し
た
と
こ
ろ
に
展
が
る
、
線
の
闘
い
か
ら
面
の
闘

い
に
移
っ
て
実
践
さ
れ
る
運
動
体
の
表
現
で
も
あ
ろ

　
現
代
社
会
の
諸
々
の
分
野
に
光
を
当
て
る
と
す
れ

ば
、
我
々
の
現
実
の
生
活
レ
ベ
ル
に
時
代
の
将
来
的

展
望
に
、
現
社
会
の
状
況
に
、
総
体
的
な
視
点
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
成
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
そ

の
取
り
組
み
方
と
し
て
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
担
化

し
、
政
治
、
経
済
、
戦
争
論
、
公
害
、
生
き
甲
斐
論
、

天
災
キ
キ
ン
、
宗
教
と
社
会
、
と
い
う
各
コ
ー
ナ
ー

に
分
け
、
そ
れ
を
ト
ー
タ
ル
な
形
で
解
決
と
し
て
生

み
出
し
て
行
く
も
の
が
我
々
の
東
洋
に
求
め
る
根
源

＝
理
念
な
の
で
あ
る
。

｜
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